第36回　小山市バス交通整備検討委員会　議事要旨

■開催の概要
　□日　　時：2014. 4.25　14:00～15:30
　□会　　場：中央公民館　第２研修室
□出 席 者：山口委員長、永井副委員長
坂田、国分、柿崎、片柳、久米、亀山（委員代理）、石井、小井
（以上、計１０名）

　□内　　容：

（1）平成２５年度運行状況について
（2）国庫補助事業に係る事業評価について
（3）新小山市民病院線について
 (4) その他　
おーバスまつりについて（告知）

■議事要旨

（1）平成２５年度運行状況について

平成２５年度の運行状況、収支状況などについて、資料に基づき、事務局より以下の説明があり、質疑応答ののち了承された。

・全体的に利用者は増加しており、収支も改善が図られている。

・土塔平成通り線の利用者数については昨年度より減少しているが、今年度より大谷中央線との重複カ所を除いた単独部分のみの利用者を集計することとしたためであり、実質的には昨年度よりも増加している。
（2） 国庫補助事業に係る事業評価について

資料に基づき、以下のとおり事務局より説明があり、質疑応答ののち了承された。
・配布資料は、補助事業に関する所定の書式を抜粋したものである。
・各路線の実績に応じて、Ａ～Ｃの評価を行っている。

・国からの指示に基づきデマンドバスについての報告内容に「稼働率」を追加した。なおこの数値が３０％以下となると補助対象にならないことになっている。
・主な路線は順調に利用者も伸び、ほぼ当初の目標値を達成又は近づきつつある。

・一部の路線及びデマンドバスについては、依然として採算性が低く、対策の効果がすぐには現れない箇所がある。

・前回までの会議での意見を踏まえ、目標値との差がかなりあり現実的でない路線については、現状に即した新たな目標値を設定した。

（3）新小山市民病院線について

新市民病院への交通アクセスについて、資料に基づき、事務局より以下の説明があり、質疑応答ののち了承された。

・これまでに各地区の懇談会で説明を重ね、意見を集約してきた。

・粟宮地区は、地区内の住民が利用出来るようなルートを考えて欲しいとの意見があった。
・ルート案に関して、消防署経由ルートは通勤時間帯の渋滞が激しいのではないか、駅東循環線が近いのでそちらで需要はカバーできるのではないか、との意見があった。

・間々田ガーデン経由の道が整備されたので、所用時間の面でもこちらがいいのではないかとの意見がある。（約３０分→約２０分）
・最終的なルートについては、委員会の意見、現地調査などの結果を参考に決めていきたい。

・間々田線と間々田東西線との間隔が近いのがうまく調整できないこと、しらさぎ館への利用者がほとんどないことなどが課題であり、新市民病院対応と合わせて検討していきたいと考えている。

（4）その他
①おーバスまつりについて（告知）

5/3（土）に道の駅思川で行われる小山ブランドまつり会場内で、おーバスのＰＲを行うことの告知があった。
（以　上）

■主な質疑応答
（1）平成２５年度運行状況について

（委員）

豊田地区で利用者が急増している理由は？

（事務局）

→健康増進課からの100円補助を含め、いきいきふれあいセンターへの団体利用を促進した効果が表れた結果と考えている。
（委員）

間々田東西線で高校生の利用が控えられているとのことだが、その理由は？

（事務局）

→以前は高校生料金があったが、ネットワーク体系の統一で大人料金に統一された影響が予想以上に大きい。高校生は雨天以外は歩くか、自転車利用が大半になる。
　定期的に学校を訪問したり、沿線の地域の利用説明会を開催し、利用促進を図っている。
（委員）

足利市でも高校生の利用が伸び悩んでいるので、格安定期券を検討しているらしい。小山市でも全体的なバランスを見ながら検討して欲しい。

（委員）

小山市はバスサービスが市全域をカバーしているが、県内の他市町村と比較してどうか？
（委員）

役割分担が図られ、収支も良くなってきており、小山市としての取組の成果だ。デマンドで全域カバーしている市町村を除くと、カバー率はトップクラス。
小山市は利用者数や収支率が順調に推移しているので、積極的にプレス発表してもいいのではないか？
（委員）

市民からは、増便（30分間隔）の要望が一番多い。
（委員）

混雑しているところから実現できるといい。30分間隔が浸透すれば、利用者もまた伸びるだろう。利用者の多い駅東循環線では検討中であると聞いている。
（2）国庫補助事業に係る事業評価について

（委員）

利用者数は増えているが、目標値には遠いので評価はなかなか良くならない。頑張って効果が出ているという評価をしてもいいのではないか？
（事務局）

そのような観点も入れて再評価したい。
（3）新小山市民病院線について

（委員）

駅東循環線がルート変更することは決まっているのか？
（事務局）

車両の老朽化対応を含め、２ルートにすることも含めて検討を進めていると聞いている。
（委員）

再編の時期は？
（事務局）

病院移転開院の半年前、平成２７年の１０月を予定している。

（委員）

病院の需要予測や駐車場の規模などは決まっているのか？
（委員）

病院側である程度の予測はして設計している。ただしバス利用者の予測はまた別に行わないといけないだろう。

（委員）

リハビリセンターの具体的な内容は？
（事務局）

現在の病院機能は移転後の新病院が受け継ぐ。現病院は、後期リハビリ機能ということで、自宅療養、通勤しながらのリハビリとなる。また、病床はあるので、入院することも可能である。
（委員）

ルート、ダイヤについては事務局で再検討し、委員会で再協議のうえ、決定していきたい。病院のオープン当初の利用者予測も出ているので、それらを参考にしたい。
間々田線の一部が、新小山市民病院線（素案）と重複し、路線としての利用者の減少が懸念されるが、重複している住民の利便性は向上する。

間々田東西線の延長は時間の短縮が図れる路線の方が利便性も向上すると考えられ、運行区域はデマンド地区であることから、素案の路線区域に関してはデマンドでカバーできるのではないか。

（委員）

途中の停留所はまだ未定なのか？
（事務局）

コースを決めた後に、途中の乗り降りの需要予測を参考に停留所を決めていきたい。
（委員）

病院利用者は、あまり寄り道せずに早く行きたいはず。それを考慮して欲しい。
　　　　

　　　　　　

　　　　　　

